
第
四
懸
　
　
碕
　
究
　
　
足
別
攣
縫
の
盛
時
と
醐
教
霊
傳

あ
で
あ
っ
て
全
く
別
人
の
如
く
な
つ
π
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

「
及
だ
序
録
中
に
暴
げ
だ
名
讐
の
名
股
淵
源
の
如
き
は
今

本
に
二
五
堪
に
作
り
唐
太
灘
の
誰
淵
を
避
け
て
新
修
本
草

に
叡
断
堪
と
さ
れ
宋
本
草
に
は
更
に
翼
姓
股
を
宋
太
胆
の

　
　
む

誰
馳
駅
を
避
け
て
終
．
に
商
魯
堪
と
さ
れ
π
も
の
で
姓
名
共

に
改
め
ら
れ
挺
最
も
極
端
な
悪
例
で
あ
る
。

　
此
の
外
　
に
陶
註
に
覧
の
学
は
多
く
畢
に
作
り
恒
田
は
常

鋪
四
面

扁
四
　
　
（
五
漣
二
）

山
囚
に
作
る
の
類
纂
本
草
の
改
め
だ
る
灰
も
あ
る
。

　
凡
そ
此
等
の
例
は
唐
抄
本
か
ら
宋
漿
本
を
経
回
支
那
古

書
を
讃
む
も
の
が
認
臆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
、

輩
に
本
草
経
の
み
の
問
題
で
な
い
○
今
H
宋
磁
本
既
に
稀

親
に
倒
す
る
の
で
あ
る
か
ら
本
書
り
如
く
明
か
に
唐
宋
の

勅
撰
に
係
る
も
の
を
其
原
以
蔚
の
文
に
瀕
う
得
る
の
は
文

獄
直
上
頗
る
重
大
な
意
義
を
有
す
る
灘
で
あ
る
。

足
稠
學
綾
の
盛
時
と
西
教
宣
傳

文
學
博
士
　
新

村

出

　
　
　
　
職

　
足
利
學
校
が
北
ハ
の
學
風
を
以
て
縫
本
の
文
要
急
に
璽
き

を
成
し
た
の
は
、
職
國
時
代
ま
で
で
あ
っ
て
、
天
正
十
九

年
豊
実
秀
次
が
東
征
の
時
に
、
於
て
、
書
籍
什
器
を
牧
む
る

と
共
に
、
痒
・
丹
毒
要
を
巻
随
へ
來
り
、
上
磯
の
文
運
に
資

す
る
の
機
を
作
つ
だ
以
來
と
い
ふ
も
の
は
、
學
校
は
翠
に

關
東
の
一
郷
校
だ
る
に
過
ぎ
ざ
る
有
様
に
成
下
る
と
共
に

之
に
反
し
て
珍
籍
の
秘
庫
と
し
て
の
償
値
が
、
徳
隅
跨
代

を
蓮
じ
て
、
盆
3
高
ま
り
、
其
の
盛
名
は
関
野
大
正
の
近

蒔
に
ま
で
も
失
は
れ
な
い
や
う
に
な
つ
把
。
ご
駕
す
れ
ば

徳
川
蒔
代
文
蓮
興
隆
の
以
前
ま
で
は
、
足
利
學
綾
は
學
校



．
篁
し
て
の
贋
嬉
が
十
分
で
あ
っ
だ
の
が
、
そ
の
以
後
に
至

っ
て
は
、
文
庫
即
ち
學
綾
墨
黒
墨
書
館
と
し
て
の
資
格
し

か
日
本
の
學
術
界
に
は
保
だ
れ
な
い
や
う
に
な
つ
セ
と
云

　
つ
て
よ
い
の
で
あ
る
Q

　
徳
川
氏
の
初
期
に
於
て
既
に
堀
杏
嫡
母
羅
由
の
如
き
鴻

儒
が
足
利
墨
取
を
訪
ね
π
こ
と
が
あ
う
、
貞
享
年
問
に
は

貝
原
盆
軒
の
如
き
敷
育
家
が
立
寄
つ
把
こ
と
な
ど
も
あ
っ

て
、
そ
の
中
豊
由
は
機
翼
の
所
藏
の
五
経
註
疏
に
注
目
し
だ

ご
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
藏
…
書
が
學
者
や
好
書
家
の
聞
に
知

ら
れ
て
、
研
究
家
の
訪
書
を
促
が
し
考
誼
家
の
校
勘
に
資

．
す
る
や
う
に
な
つ
陀
の
は
徳
川
中
期
以
降
の
事
柄
で
あ
る

卸
ち
寧
黍
中
中
想
畢
の
辮
建
部
目
録
蜷
に
足
利
本

書
目
三
十
九
部
を
著
録
し
た
の
が
、
蓋
し
江
芦
の
學
看
を

刺
戟
し
陀
原
由
で
は
な
炉
づ
π
か
と
思
ふ
。
舞
い
て
享
保

年
蘭
由
井
根
本
、
錦
蛇
の
函
儒
が
足
利
に
至
り
て
、
二
人

協
同
し
て
七
経
孟
子
を
校
勘
し
、
一
人
は
皇
侃
の
論
語
義

疏
を
叙
爵
し
て
鰭
つ
把
G
藩
学
孟
子
考
文
補
遣
は
幕
府
の

　
　
－
　
第
四
巻
　
　
．
研
究
　
　
足
利
攣
校
の
盈
時
と
西
教
宣
鯨

儒
員
荻
生
観
が
命
に
よ
っ
て
編
輯
し
て
享
保
十
六
年
に
幽

煙
し
、
論
語
義
疏
は
寛
廷
三
年
撰
文
服
部
南
風
の
序
を
以

て
刊
行
さ
れ
π
。
そ
の
外
享
保
十
七
年
太
宰
翼
壁
が
出
版

し
だ
古
交
孝
経
も
足
利
本
に
嬢
つ
た
も
の
で
あ
っ
杞
。
後

年
安
∵
野
天
明
年
闇
、
清
朝
の
乾
隆
四
十
年
代
に
至
っ
て
、

薄
葬
孝
維
が
漢
土
に
渡
っ
て
知
事
足
斑
叢
書
に
牧
め
て
刊

行
さ
れ
、
毛
経
孟
子
考
交
補
…
遺
が
四
塵
全
書
に
編
入
さ
れ

る
や
う
な
勢
で
、
足
利
遅
発
の
交
庫
は
爾
來
支
那
本
土
に

も
喧
傳
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
だ
O
天
明
寛
政
以
降
、
足
利

本
の
名
、
盆
≧
我
國
の
學
界
に
高
き
と
共
に
、
寛
政
の
末

足
利
學
所
傳
交
明
年
中
の
影
鍛
本
に
よ
つ
陀
泰
軒
易
傳
が

林
麺
齋
の
暴
露
叢
書
第
二
峡
に
放
め
て
活
刷
さ
れ
、
降
っ

て
弘
化
の
末
足
利
本
を
以
て
松
崎
簾
堂
が
爲
し
π
影
朱
本

術
書
正
義
が
熊
本
藩
か
ら
出
版
さ
れ
だ
や
う
な
複
製
事
業

が
起
つ
把
Q
後
者
は
出
版
の
翌
年
単
騎
か
ら
支
那
に
輪
出

さ
れ
だ
。
前
渚
も
叢
書
憂
事
と
共
に
彼
土
に
傳
は
つ
π
に

違
ひ
な
い
。
か
く
て
足
利
交
庵
は
明
治
以
後
に
至
っ
て
は
、

鑑
評
論

一
五
　
　
（
五
四
三
）



　
　
　
第
西
巻
　
　
瞬
　
號
　
　
晟
利
藥
校
の
盛
時
と
西
教
霊
簿

人
も
知
る
如
く
楊
守
敬
黎
騰
昌
の
如
き
姫
書
家
を
引
き
つ

感
り
、
逸
書
百
軍
属
ム
写
爾
」
存
す
る
こ
と
の
億
㍗
9
な
ら
ざ
る
こ
と

を
支
那
人
に
愈
深
く
知
ら
し
め
π
。

　
　
　
　
　
ふ

　
期
く
の
如
く
足
利
畢
綾
は
、
墨
校
と
し
て
は
既
に
生
命

を
失
っ
て
ゐ
π
徳
川
蒔
代
の
後
期
以
來
、
そ
の
貴
重
な
文

｛
庫
に
よ
っ
て
支
那
の
鳳
Ψ
鱈
間
に
響
き
わ
π
る
や
う
に
な
つ

元
が
之
に
反
し
て
講
學
瞬
と
し
て
の
活
力
最
も
旺
盛
で
あ

っ
陀
職
國
時
代
に
於
て
は
、
常
臨
二
本
に
弘
布
を
始
め
つ

つ
あ
っ
把
南
蟹
吉
利
支
丹
の
宣
敷
師
に
よ
っ
て
、
事
實
以

上
の
罵
言
を
認
め
ら
れ
て
本
國
に
報
告
さ
れ
、
布
敷
史
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヵ
ヂ
ミ
　

　
　
　
　
　
　
　
ユ
ぶ
バ
ヨ
シ
ば
ナ
　

載
録
さ
れ
、
欧
洲
の
大
塩
や
學
院
に
比
せ
ら
る
曳
の
榮
轡

を
有
し
だ
の
で
あ
る
Q
こ
の
事
は
、
琶
の
足
利
學
綾
を
攻

・
濁
す
る
者
に
冤
逃
が
さ
れ
て
み
る
や
う
で
あ
る
か
ら
、
一

異
聞
と
し
て
叢
に
紹
介
す
る
の
で
あ
る
が
、
蓋
し
詞
綾
講

學
の
影
響
の
及
ぶ
厨
と
し
て
は
、
特
筆
大
書
す
べ
き
こ
と

で
は
な
い
か
と
黒
…
ふ
Q
且
つ
濾
西
の
宣
敏
師
は
、
足
利
…
攣

綾
に
過
大
の
償
値
を
醗
嵐
い
惣
か
ら
、
そ
の
餓
・
身
潜
を
聰
用

　
　
　
　
　
　
　
第
鶴
H
癬
御
　
　
　
　
既
墾
ハ
　
　
（
五
四
四
）

し
て
、
西
敷
宣
傳
に
資
す
る
こ
と
を
企
て
だ
形
膿
も
あ
る

の
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
事
を
叙
遠
し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
二

　
足
利
學
綾
の
事
が
宣
敷
師
に
知
ら
れ
π
の
は
、
耶
蘇
敷

渡
寒
の
勢
．
頭
か
ら
で
あ
る
。
而
も
聖
シ
や
罪
工
川
上
人
が

鹿
兇
島
に
劉
着
後
初
め
て
獲
し
だ
H
本
第
一
愚
信
に
見
え

て
み
る
○
今
コ
ー
ル
ヲ
ツ
ヂ
の
英
点
本
に
て
シ
や
罪
エ
ル

書
簡
集
第
二
柵
（
一
入
七
六
年
第
三
版
に
よ
る
）
を
綴
く
に

第
五
憲
第
一
章
中
に
見
ゆ
る
第
七
十
九
信
が
、
上
人
の
縫

本
よ
b
の
第
一
信
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
西
紀
一
五
四
九
年

・
す
一
月
五
欝
、
叉
は
十
一
臼
、
天
文
十
八
年
己
未
十
月
六

臼
叉
は
十
二
縫
鹿
南
島
磯
、
印
度
臥
亜
の
耶
蘇
會
へ
宛
て

陀
も
の
で
あ
る
。
撮
し
其
の
鹿
兇
島
寒
参
は
嗣
年
陽
暦
八

月
十
五
縫
陰
暦
七
月
十
二
縛
の
こ
と
で
あ
っ
だ
。
さ
て
震

の
書
信
の
一
箇
（
二
五
・
七
頁
）
の
略
に
熱
く
、
．

　
ミ
ヤ
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
パ
；
シ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
レ
ー
ヂ

　
　
京
華
に
ぼ
育
嶺
な
る
一
の
大
．
墨
あ
弓
、
禽
叉
五
つ
の
特
進
な
る
學
林
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
コ

　
　
　
　
　
モ
ナ
ゑ
テ
リ

　
　
ニ
貰
黒
熱
…
の
儒
院
と
あ
り
、
：
：
・
：
・
京
都
の
大
簗
の
外
、
腿
水
に
に



　
　
　
　
　
　
　
ア
ガ
ヂ
モ
ヨ

　
　
其
他
の
五
グ
所
に
圭
な
る
転
院
零
す
コ
・
ー
ヤ
（
高
野
）
ネ
グ
（
根
來
肱
ソ
）

　
　
（
死
活
謂
）
及
び
亥
ー
ミ
ャ
（
近
江
、
恐
く
拭
鷹
井
寺
な
ら
ん
）
、
こ
の
瞳
つ

　
　
　
ミ
ヤ
コ

　
　
拭
京
都
の
桐
園
に
互
に
縮
近
く
億
し
、
各
三
千
五
頁
の
攣
徒
な
有
す
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
が
ヂ
ミ
ー

　
　
こ
れ
ら
の
外
、
坂
寮
の
學
院
あ
り
、
R
木
闘
中
最
も
大
に
し
て
最
も
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
コ

　
　
名
な
り
、
而
…
も
口
慣
な
出
ろ
こ
と
甚
だ
類
し
、
坂
東
に
鴎
大
領
土
に
し

　
　
て
、
六
入
の
小
主
之
に
劇
縷
し
、
そ
の
申
一
入
最
も
勢
力
あ
り
、
：
・
：
・

虐
、
に
云
へ
る
坂
東
の
學
院
と
は
、
足
利
學
綾
で
あ
ら
う
と

思
ふ
。
京
都
の
一
大
學
五
學
林
と
は
何
々
を
指
す
か
。
恐

ぐ
は
五
山
な
ど
の
灘
刹
を
溶
す
る
も
の
に
遽
ひ
な
い
。
通

信
旧
文
に
は
な
ほ
つ
や
け
て
學
院
の
こ
・
と
を
書
い
て
あ
る
。

ご
五
九
頁
に
云
々
、
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
コ

　
　
明
年
（
一
五
五
〇
、
天
交
十
九
年
前
中
に
拭
、
京
都
の
購
惰
や
諸
大
話
の

　
　
事
や
読
書
關
係
の
報
難
な
詳
細
に
爵
途
ら
ん
。
木
年
無
渡
に
渡
航
し
て

　
　
我
が
教
の
秘
奥
奄
學
ば
ん
と
す
る
幾
多
の
謎
本
八
の
う
ち
、
京
留
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ン
ズ

　
　
叛
東
の
大
簸
・
に
て
敷
育
藁
受
け
穴
る
二
人
の
総
侶
め
り
，

こ
の
豪
気
の
こ
と
は
、
・
シ
や
瓦
版
〃
の
別
信
に
腿
見
え
、

瓦
布
敷
史
に
も
録
ぜ
ら
れ
て
を
お
が
、
今
は
そ
れ
は
後
に

譲
り
．
足
利
學
校
の
位
概
に
關
す
る
上
人
の
記
載
と
、
そ

れ
に
俘
ふ
上
人
の
注
文
と
を
報
告
し
よ
う
。

第
四
巻
　
　
劔
　
究
　
　
足
利
學
校
の
盛
時
と
西
教
賞
榔

　
書
簡
集
第
五
憲
章
三
章
露
な
る
第
八
十
六
信
は
、
上
入

が
印
度
の
課
チ
ン
よ
り
厭
洲
の
耶
蘇
會
へ
宛
て
π
も
の
で

晶
五
五
二
年
正
月
二
十
九
総
、
天
文
二
十
年
十
二
月
二
十

五
鷺
附
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
云
ふ
（
第
二
辮
三
羅
五
頁
）

　
　
坂
東
の
勲
等
ぼ
、
舞
木
の
一
転
に
在
司
、
：
：
諸
大
半
串
最
も
欝
名
獄
リ

　
　
　
　
　
ボ
ン
ズ

　
　
老
鴬
の
総
侶
そ
の
教
法
な
學
ば
ん
と
て
絡
え
す
か
し
こ
に
謀
る
、
・
：
・

同
隣
に
羅
馬
の
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
質
ヨ
ラ
に
宛
て
π
第
八

十
入
信
（
コ
エ
ハ
九
頁
三
七
〇
頁
）
に
も
、
諸
大
圏
の
債
値
を

力
説
し
、

　
　
虫
要
な
ろ
坂
東
の
大
學
侵
、
口
本
謙
島
串
最
も
職
都
に
櫨
ぜ
リ
、
・
：
・

　
　
予
馨
父
ぢ
く
、
露
華
嘱
人
叉
纏
鼠
陣
曼
人
に
し
て
、
幅
下
牙
語
さ
て

　
　
ぼ
画
面
重
語
を
知
ろ
考
ぞ
臨
地
の
宣
簿
に
静
漉
す
ぺ
け
む
と
、
燕
螺
二

　
　
囲
の
潜
に
幽
幽
く
勢
黙
黙
に
繊
へ
、
叉
坂
東
の
嬢
、
氣
に
耐
ふ
る
素
質
訓
糠
嚇
を

　
　
回
す
れ
ば
な
嚇
、

齢照

~
礁
撃
墜
國
コ
イ
ン
ゾ
ラ
…
参
院
賢
贈
る
シ
モ
ン
・
ロ
ド
ジ
ゲ

ー
ス
に
宛
て
回
る
書
信
欝
ち
書
衡
集
第
八
十
九
信
（
三
七

五
頁
）
に
於
て
、
更
に
同
…
糠
の
旨
を
鞍
逃
し
て
を
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ン
ズ

　
　
叛
東
北
弛
の
講
大
熱
に
於
て
、
鱈
俄
よ
り
宣
数
師
に
繋
し
て
大
な
る
欧

第
四
號

一
七
　
　
ハ
五
日
五
）



，

第
四
巻
　
　
珊
　
究
　
　
昆
利
學
校
の
盛
時
と
繭
教
宣
晦

　
　
際
闇
入
寒
・
2
遺
軍
”
廊
．
興
へ
ら
る
ベ
キ
・
こ
と
期
待
、
巴
・
b
る
、
坂
“
果
ぼ
由
“
よ

　
　
d
鋳
埴
に
野
方
に
あ
る
ち
・
以
閃
、
嘗
凝
数
師
獄
酷
寒
に
噛
へ
ざ
る
べ
か
ら
す
、

　
　
叉
一
匹
ぼ
米
納
氣
疏
茱
．
餓
の
外
、
食
ふ
べ
き
も
の
殆
ど
絶
餓
…
寡
る
が
鍍
に
辱
、

　
　
被
雌
V
ぽ
嚢
靭
の
一
塁
恥
葱
ば
ざ
ろ
べ
か
ら
す
、
：
：
予
推
ふ
に
、
露
茸

　
　
義
気
及
び
欝
暴
今
人
に
、
寒
鼠
に
犠
れ
、
窺
朧
の
撫
難
に
媚
…
る
玉
こ
と

　
　
な
れ
ば
、
彼
等
脳
淑
遺
ぜ
ん
こ
と
然
ろ
べ
し
、
：
・
：
・
坂
衷
の
大
覆
革

　
　
に
島
隠
力
よ
・
り
政
學
の
徒
写
象
す
、
か
く
て
學
徒
そ
の
郷
観
に
輪
㎜
る
や
お

　
　
の
が
畢
ぴ
　
ザ
ろ
研
為
以
て
郷
人
に
導
く
ろ
嬢
り
、
予
の
罎
く
所
に
由
る

　
　
に
、
叛
康
に
一
大
都
曾
に
し
て
人
n
繁
殖
し
、
そ
の
建
民
ぱ
血
統
誘
く

　
　
武
．
轟
鰯
き
愚
以
て
羅
め
り
、
、
而
も
醗
瀧
職
の
麩
鷲
存
認
む
る
海
、
得
と
か

　
　
や
、
希
く
巨
有
徳
羅
譲
の
法
友
為
封
地
に
蓬
ろ
や
う
躍
灘
め
ら
ん
こ
と

　
　
な
、

　
　
臼
潅
に
渡
來
ぜ
ん
者
ど
も
が
、
諸
大
身
群
遜
り
て
種
々
の
避
難
に
遭
遇

　
　
す
べ
き
こ
と
を
概
説
ぜ
ん
か
披
等
に
そ
れ
蕊
り
そ
れ
く
と
幾
多
の
質
問

　
　
甑
綱
議
為
謀
て
晦
え
で
嶋
因
め
か
け
ら
ろ
べ
く
艮
衆
の
愚
弄
心
離
宗
り
餐
入
の

　
　
潮
笑
な
被
む
る
べ
き
こ
と
な
心
得
ぎ
ろ
べ
か
ら
す
、
披
等
ぼ
思
索
冥
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
ぴ

　
　
の
暇
も
蠣
撤
な
蓮
ぶ
る
飴
裕
も
電
か
る
べ
し
、
殊
に
坂
須
と
京
都
と
に

　
　
u
於
て
は
、
聖
賜
燃
の
縫
晒
昧
恥
吟
’
謙
ず
る
の
嘗
暇
す
ら
・
も
得
が
ぬ
か
る
べ
し

以
上
の
勝
景
に
よ
っ
て
、
シ
や
罪
端
縫
が
い
か
に
三
思
め

學
単
な
る
も
の
、
発
ち
足
利
學
校
を
露
大
観
し
て
、
之
に

第
凶
號

一
”
八
　
　
　
（
五
四
六
〉

議
す
る
方
策
を
考
へ
、
同
綾
織
身
欝
侶
の
論
…
難
を
橿
月
っ
て

ゐ
覚
か
を
知
る
こ
・
と
が
嘘
泣
よ
う
O
熱
論
誇
大
に
考
へ
π

黙
も
あ
ら
う
し
、
欧
洲
よ
も
凝
に
宣
碧
雲
を
招
致
す
る
爲

に
稽
誇
張
し
だ
識
が
な
い
で
も
な
か
ら
う
け
れ
ど
も
、
か

叢
る
評
媛
の
生
じ
だ
の
は
畢
覧
天
文
臨
代
に
於
け
る
足
利

學
稜
の
學
風
の
反
響
と
為
晃
得
べ
く
，
以
て
當
特
、
京
都

な
も
由
鷺
な
わ
画
業
な
う
に
憎
悪
の
名
が
い
か
に
高
く
揚

が
っ
て
ゐ
π
か
を
知
る
こ
と
が
患
摩
よ
う
。
回
し
シ
ヤ
ギ

ェ
測
は
西
紀
繍
五
魍
九
年
及
び
一
五
五
〇
年
蔀
ち
天
交
十

入
九
年
に
亙
る
一
年
有
絵
の
閣
厩
兇
島
に
滞
惚
し
て
畠
津

氏
を
頼
ん
で
ゐ
沈
が
そ
れ
よ
う
平
様
博
多
を
癌
て
出
樽
に

赴
き
大
内
矯
に
依
り
、
一
五
五
〇
年
の
末
に
山
鷺
を
登
し

璽
年
春
京
都
に
入
う
在
窟
十
五
漏
に
も
て
平
戸
に
露
う
、

更
に
再
び
山
鍵
に
布
激
し
㌔
一
物
五
一
年
（
天
文
二
牽
年
）

．
陽
暦
十
繍
潟
二
十
翼
豊
緊
密
識
港
を
磯
し
て
印
痩
に
向
つ

勅病

B
繍
畔
ち
鞍
ツ
軍
在
留
は
ニ
ケ
年
・
と
三
鐸
月
輪
｝
に
な
い
る
狐
霧
㎡
じ
あ

る
。
こ
の
問
に
於
て
鷹
兇
島
を
始
め
、
平
芦
由
難
堺
京
鄭



な
ど
の
霧
移
管
畿
池
方
に
曾
て
見
聞
し
だ
、
膀
に
墓
い
で
以

上
の
報
告
ぱ
炸
ら
れ
元
の
で
、
、
所
載
の
詑
事
は
、
三
碧
の

反
映
或
は
酉
眼
に
映
じ
π
る
事
相
と
親
る
べ
き
で
あ
る
。

岡
鋤

　
シ
や
罪
工
川
が
鷹
野
島
に
西
翠
申
の
天
文
十
八
九
年
は

丁
寧
大
隅
伊
集
院
浅
の
支
族
よ
ら
爆
沈
九
華
駆
爾
が
鐵
で

て
足
利
醗
酵
第
七
濫
の
摩
主
と
な
つ
だ
蒔
で
あ
る
〇
九
華

は
爾
後
三
十
年
鮒
天
距
六
年
八
月
添
寂
に
至
る
ま
で
學
綾

を
管
し
、
生
徒
三
千
と
載
せ
ら
れ
沈
麟
綾
最
盛
三
代
の
綾

長
で
あ
る
。
こ
の
豊
代
の
初
に
は
牝
條
践
が
驕
東
を
服
し

沈
の
で
あ
ザ
勾
か
ら
、
シ
や
妙
工
〆
が
そ
の
…
第
一
信
中
に
認

し
だ
坂
窺
の
六
鎮
蛮
申
最
も
勢
力
あ
る
“
入
と
い
ふ
の

も
，
執
條
氏
で
あ
ら
う
。
九
華
が
飾
職
三
年
六
月
大
隅
に
蹄

ら
ん
さ
す
る
途
に
．
庫
購
原
に
立
寄
う
北
條
馬
に
飼
候
し

軽
羅
氏
政
父
子
に
三
賂
を
講
じ
π
降
、
逸
政
よ
り
今
も
足

利
學
縫
に
存
や
る
金
澤
文
康
本
の
交
合
…
・
を
貰
つ
龍
膚
一
名
な

　
　
　
第
轡
懸
　
　
響
究
　
　
足
利
撃
校
の
盤
臨
と
鰯
数
霊
欝

職
階
も
あ
る
〇
九
華
の
校
主
時
代
に
は
幅
か
の
交
之
廓
露

の
師
匠
で
あ
っ
セ
東
岳
寺
龍
吟
董
の
熈
春
も
遊
慨
し
た
Q

關
…
東
の
名
鱈
天
海
欝
正
や
京
都
の
學
…
欝
要
法
寺
闘
性
が
少

隠
就
學
し
陀
の
も
九
華
蹄
代
で
あ
っ
把
Q
肥
蘭
の
溺
室
三

要
が
初
て
來
り
學
ん
だ
の
も
瞬
じ
入
の
下
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
ふ
。
名
高
く
は
な
い
が
内
灘
．
疑
樂
警
の
承
真
書
認

の
強
奪
遊
學
は
元
組
元
年
で
や
は
う
講
代
で
あ
る
。

　
韓
も
足
算
學
縫
と
零
露
と
の
因
維
は
頗
る
深
く
且
つ
藩

い
。
至
仁
馬
の
甘
子
を
以
て
出
寒
し
て
薩
彊
薦
鹸
寺
の
第

三
世
と
な
っ
た
紳
翁
野
饗
は
悔
慮
永
二
年
齢
†
七
足
利
學

纏
に
就
い
て
藩
吏
を
難
つ
π
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
五
杉

憲
資
の
興
灘
崎
以
麟
で
あ
る
○
學
豊
胸
興
以
後
第
一
世
の
快

元
騨
欝
の
本
甲
…
は
解
髪
で
あ
る
が
、
鎧
二
嶽
以
縫
の
縫
長

に
は
九
歯
入
が
湖
に
多
い
○
第
二
饗
天
美
は
交
明
三
徳
年

闘
の
入
で
あ
る
が
も
肥
後
の
人
で
あ
っ
だ
G
第
七
世
九
華

は
前
盛
の
懸
夢
、
第
八
泄
宗
齪
は
縛
商
の
人
爵
第
九
搬
閑

塞
は
肥
前
の
入
と
い
ふ
様
な
有
様
で
あ
る
〇
三
世
乃
至
六

月
甘
言

一
九
　
　
（
銭
圏
煮
）

、



　
　
　
第
門
田
　
研
甕
　
足
別
攣
校
の
猫
臨
と
傾
教
宣
傳

．
琶
の
郷
貫
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
年
代
に
も
九
州

方
面
か
ら
の
遊
學
俗
で
記
鎌
に
上
っ
て
み
る
も
の
が
散
見

す
ゐ
。
こ
れ
は
上
村
槻
光
民
が
「
室
町
蒔
代
關
…
東
の
學
隅
じ

と
題
す
る
上
中
下
三
欝
よ
り
成
る
論
文
（
灘
宗
明
治
四
十

四
年
四
月
五
月
六
月
）
に
於
て
拾
集
め
ら
れ
π
事
實
に
よ

っ
て
も
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
文
之
が
幼
時
の
師
π
る
臼

新
修
肥
の
天
澤
和
街
が
大
永
末
年
足
利
に
學
ん
だ
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
稜
主
長
流
世
か
第
山
野
盤
の
時
で
九
華
よ

り
扁
代
髄
で
あ
る
。

　
斯
　
く
の
如
き
關
係
の
存
在
か
ら
し
て
、
シ
や
罪
工
川
が

早
く
も
鹿
児
島
に
於
て
足
利
學
綾
の
盤
轡
を
知
っ
て
之
を

露
大
に
鷲
．
へ
沈
こ
と
が
説
明
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
又
坂
東

の
寒
氣
の
凛
烈
な
聡
度
も
、
薩
南
の
風
土
か
ら
推
し
て
さ

も
あ
ら
う
と
考
へ
得
ら
る
玉
髄
で
あ
る
○
宣
敷
師
の
報
告

申
關
東
に
於
け
る
食
牌
敏
乏
に
撫
す
る
事
柄
は
、
凱
雲
μ

伴
録
饗
徳
元
年
閏
十
月
三
麺
の
條
に
記
す
筑
紫
人
大
椿
東

遊
學
照
書
五
経
始
聞
孟
子
講
時
食
不
足
云
々
の
話
と
連
想

第
四
號

二
〇
　
　
（
五
罎
八
｝

し
て
妙
妙
を
賊
す
る
の
で
あ
る
Q
と
も
か
く
も
、
九
華
就

任
早
早
の
天
文
十
八
九
年
に
鹿
児
島
に
蕎
し
た
シ
や
罪
工

〃
は
、
瞬
地
の
人
々
よ
り
足
利
下
校
に
關
…
す
る
含
聞
と
坂

東
風
土
の
實
情
と
を
聞
知
し
π
わ
け
で
あ
る
〇
四
十
年
前

宗
長
の
「
東
路
の
解
毒
」
に
見
ゆ
る
が
如
く
「
尾
利
の
學
綾

に
立
寄
侍
れ
ば
孔
子
子
路
顔
回
ら
の
省
像
を
か
け
て
諸
國

の
學
徒
か
う
べ
を
傾
け
縫
ぐ
ら
し
居
だ
る
膿
は
か
し
こ
ぐ

且
は
あ
は
れ
に
見
譲
り
」
と
い
ふ
實
況
は
、
生
徒
蓋
三
干

學
業
允
盛
と
あ
る
九
華
時
代
・
も
綱
檬
で
あ
っ
把
ら
う
。
さ

う
云
ふ
有
檬
は
酋
激
の
史
上
に
も
反
映
し
て
を
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
翻

　
シ
ヤ
ギ
エ
川
が
鹿
初
島
に
於
て
拗
化
し
π
二
人
の
佛
儒

が
あ
っ
だ
O
書
館
闘
茄
集
書
λ
ρ
十
一
信
（
二
志
ハ
西
胃
ハ
）
は
圃
地
螢

一
五
四
九
年
十
一
耀
五
二
天
交
十
八
年
十
月
六
臼
赫
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
、



　
　
　
　
　
　
が
ン
ズ

　
ご
人
の
ロ
本
僧
侶
、
僑
籍
を
棄
て
』
基
督
漱
に
改
宗
せ

　
る
も
の
、
本
年
ゴ
ア
の
學
林
に
至
る
べ
し
、
彼
等
を
懇

　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
篤
に
待
遇
せ
ら
れ
よ
、
宛
も
予
が
貴
地
に
あ
り
し
時
、

　
か
の
欝
本
人
ボ
ー
ル
を
級
ひ
つ
る
や
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
コ

・
と
見
え
て
を
る
。
同
睡
付
の
別
信
に
は
、
震
嗣
俗
は
京
洛

及
び
坂
東
の
爾
大
學
に
學
ん
だ
渚
で
あ
る
由
が
書
い
て
あ

る
○
然
し
ご
入
は
其
年
に
渡
印
し
π
の
で
は
な
く
て
、
翌

年
上
人
が
鷹
府
よ
り
平
癒
に
赴
い
偏
継
も
、
翌
々
年
京

都
に
入
つ
だ
跨
に
も
嗣
解
し
た
の
で
あ
る
Q
印
度
に
恥
い

淀
の
は
、
上
人
が
日
本
を
去
る
隠
に
随
行
し
て
毬
つ
だ
の

で
あ
る
。
一
人
は
名
を
ペ
ル
ナ
川
1
3
、
他
は
マ
チ
ア
ス
と

呼
ん
だ
。
第
百
〇
六
信
（
四
九
四
頁
）
一
五
王
二
年
四
月
観

護
麗
で
ゴ
ア
よ
り
葡
國
の
シ
モ
ン
・
鷲
ド
ヅ
ゲ
ー
ズ
師
に

逡
つ
陀
書
簡
に
は
、
肉
入
に
画
し
て
次
の
如
（
見
え
て
み

る
Q
　
マ
シ
ク
及
び
ぺ
〆
ナ
川
ド
と
い
ふ
日
本
入
二
名
、
予
に

　
随
ひ
て
印
度
に
要
れ
う
、
こ
れ
葡
萄
牙
弁
に
供
太
利
に

　
　
　
第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
星
利
學
校
の
盛
噂
と
薦
教
窪
傳

　
赴
か
ん
が
貯
め
な
う
、
殊
に
墓
督
敷
の
全
盛
概
を
仰
が

　
ん
と
て
羅
馬
に
至
ら
ん
が
妊
め
な
勢
、
斯
く
て
彼
等
は

　
欝
國
の
後
に
は
其
の
見
聞
せ
る
所
を
岡
郷
人
に
語
ら
ん

　
と
す
る
な
ら
ん
、
予
は
叢
に
彼
等
爾
入
を
專
心
貴
下
に

　
推
薦
す
、

豊
野
下
書
申
に
二
人
を
依
頼
す
る
こ
と
懇
切
を
極
め
て
を

る
。
さ
て
其
後
二
人
は
郎
何
。
成
つ
π
か
と
云
ふ
と
、
一
人

は
西
盛
驚
ゴ
ア
に
被
し
、
他
は
羅
馬
概
光
の
後
葡
國
に
露

リ
コ
イ
ン
ゾ
ラ
の
學
林
に
客
死
し
だ
。
後
渚
は
邦
人
中
渡

歓
の
最
初
の
入
で
あ
っ
陀
。
二
入
は
山
驚
に
於
て
受
洗
し

π
と
西
敷
瓦
に
あ
る
が
、
然
ら
ば
鹿
児
島
に
て
褒
心
し
、

山
口
に
て
受
洗
し
だ
の
で
あ
ら
う
か
、
事
蹟
の
委
細
は
わ

か
ら
ぬ
。
と
に
か
く
二
人
が
足
利
に
學
ん
だ
濤
で
あ
る
こ

と
は
信
じ
て
よ
か
ら
う
。

　
ク
ラ
ッ
セ
の
縛
本
布
敷
史
（
西
敏
史
）
に
よ
れ
ば
（
上
擶

第
五
憲
第
十
・
四
章
）
一
五
六
五
年
、
三
婆
八
年
在
京
の
宣

敷
師
罪
レ
ラ
及
び
ク
”
イ
ス
の
二
人
が
松
永
久
秀
等
が
郷

　
　
　
　
　
　
　
第
鴎
號
　
　
　
二
煽
　
　
（
五
遮
九
）



二
型
懸
　
　
研
　
究
　
　
足
刺
學
絞
の
盛
聴
と
薦
数
愛
郷

軍
談
輝
を
殺
し
淀
後
の
騒
餓
に
つ
い
て
．
京
を
去
っ
て
舞

に
泌
難
し
て
艦
擦
膝
、
瞬
地
に
て
三
等
の
澱
鍛
の
改
宗
し

て
醗
際
す
る
宕
が
あ
っ
だ
が
、
そ
の
扁
入
は
，
擬
東
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
ト
ロ
は
ロ
ジ
　

薦
な
る
大
紫
の
ザ
タ
ト
μ
で
占
星
衛
に
為
し
て
み
る
入
で

み
つ
慧
と
見
え
て
を
る
。
足
凋
は
易
が
名
高
い
の
で
あ
る

か
ら
，
饗
㎏
N
に
講
膀
講
ア
ス
ト
訳
詞
ジ
ー
と
は
潤
し
易
の
こ

と
で
あ
ら
う
と
愚
ふ
。
又
シ
ャ
ー
測
算
ア
の
縫
本
志
に
も
勤

（
王
癬
第
二
愈
々
九
章
）
右
の
素
論
導
師
が
．
か
の
講
書
麟

な
る
騨
に
愚
点
し
て
ゐ
沈
降
秀
の
二
と
が
認
蔵
さ
れ
て
み

る
。
彼
等
は
叛
來
の
大
學
へ
誘
は
舳
π
こ
と
が
あ
っ
惣
が

巌
じ
な
か
つ
紀
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
フ
謄
イ
ス
は
醸
予
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
書
瀦
支
諸
物
譲

や
潔
斎
寺
興
登
記
に
見
ゆ
る
ヤ
リ
4
ス
に
常
る
俘
天
連
で

あ
る
＾
）
ヤ
ジ
イ
ス
は
、
ル
イ
ス
・
フ
質
イ
ス
の
名
蕊
ル
イ

．
ス
の
説
講
で
あ
る
こ
と
は
、
予
の
屡
説
い
惣
斑
で
あ
る
。

．
彼
は
繭
五
六
三
落
磐
巌
六
年
鷺
本
に
渡
寒
し
、
翌
々
回
五

六
五
年
永
灘
八
三
京
都
に
入
夢
て
よ
う
、
一
蓋
八
二
年
天

聴

鰯

號

二
二
　
　
（
鷲
五
〇
〉

正
十
年
の
蟹
ま
で
京
都
に
居
て
聯
繋
獣
に
從
些
し
た
q
そ

の
鍛
協
天
正
の
末
年
に
も
入
註
し
惣
こ
と
が
あ
る
が
，
壽
幽

炎
三
年
に
蓬
っ
て
長
瞬
に
残
し
沈
。
鷲
本
塁
留
三
＋
五
年

に
な
る
Q
多
年
京
畿
に
在
留
し
陀
爲
に
、
上
懸
の
事
輪
に

も
薫
じ
沈
し
、
瓦
信
認
及
び
秀
憾
郡
へ
印
度
総
督
よ
墾
の
・
纏

節
と
し
て
來
著
し
惣
ヲ
ジ
晶
ヤ
ー
批
の
説
室
と
も
な
つ
陀

關
藻
も
あ
る
の
で
悔
彼
の
手
に
成
つ
惣
総
本
よ
夢
の
戴
告

書
に
は
欝
欝
と
し
て
気
転
な
も
の
が
少
く
な
い
。
葡
睡
の

扁
芝
繋
館
に
、
フ
嘗
イ
ス
の
憂
し
だ
繭
蓋
羅
九
年
（
天
文

十
八
年
）
心
密
繭
五
七
九
年
（
天
正
海
霧
㌧
雛
の
隷
潔
奥
と

い
ふ
も
の
謡
本
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
が
、
今
之
を
見
る
こ

と
の
鐵
寮
ぬ
の
は
諸
方
な
い
Q
爵
て
マ
ー
ド
ッ
ク
馬
の
孫

引
奮
蘂
に
借
規
し
て
、
足
講
學
縫
に
關
す
る
珍
書
の
一
節

・
セ
引
く
ζ
》
㎞
塁
す
・
る
。

　
羅
本
の
講
大
鰐
と
云
ひ
て
も
、
そ
は
歓
洲
の
諸
大
學
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ン

　
類
偵
せ
う
と
は
想
ふ
べ
か
ら
壷
．
半
生
の
最
多
数
は
鍵

　
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
ズ

　
侶
か
然
ら
ず
ん
ば
欝
愚
身
ら
㍉
と
墨
・
ぷ
漕
ど
も
な
ヴ
、
・



　
而
し
て
彼
等
の
學
業
の
主
な
る
浮
薄
は
和
漢
の
文
字
を

　
習
ふ
に
在
り
、
彼
等
は
ま
花
諸
宗
派
の
敷
理
翻
ち
彼
等

　
　
セ
オ
ロ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ス

　
の
紳
學
を
も
領
承
せ
ん
こ
と
を
努
む
、
禽
或
は
柳
か
天

　
レ
ロ
ノ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ヂ
シ
ン

　
粒
状
を
、
或
は
柳
か
轡
型
を
修
め
ん
と
す
、
謙
り
と
雄

　
も
書
意
挿
に
學
修
の
方
法
に
於
て
は
、
態
勢
の
諸
欝
欝

　
に
表
は
れ
た
る
が
如
き
鰻
密
な
る
シ
ぞ
7
ム
は
繕
無
な

　
b
と
す
、
撃
壌
臼
本
に
は
綜
合
菱
科
を
有
す
る
唾
“
の

．
大
羽
あ
う
、
そ
は
坂
康
地
方
、
足
利
と
呼
ぶ
彪
に
在
る

　
な
う
、

全
文
を
知
る
こ
と
が
轟
轟
沁
の
は
遣
械
で
あ
る
が
、
シ
や

玉
簡
川
よ
）
フ
ロ
イ
ス
に
至
る
西
今
渡
來
の
初
期
、
天
文

天
正
闘
に
於
け
る
足
利
學
綾
盛
蒔
の
情
況
は
推
す
る
こ
と

が
呂
來
る
。
足
別
で
は
易
學
は
僑
俗
聞
に
権
威
と
な
っ
て

み
た
。
轡
學
に
あ
b
て
は
曲
直
瀬
道
三
を
製
し
、
叉
田
代

三
喜
の
如
き
閥
東
一
の
名
轡
も
一
時
は
そ
こ
に
る
だ
と
い

ふ
だ
け
あ
っ
て
、
足
利
は
轡
衛
に
も
相
當
に
名
が
あ
る
Q

さ
う
い
ふ
瓢
を
藪
鱒
へ
れ
ば
、
足
利
學
綾
を
糠
本
の
綜
合
大

　
　
第
四
籐
　
　
研
　
究
　
　
足
利
墨
校
の
盛
時
と
四
教
賞
傳

學
と
見
だ
て
だ
の
も
、
農
繁
い
親
察
で
あ
る
。

　
然
し
幽
並
数
師
が
東
國
に
布
敷
を
始
め
沈
の
は
慶
長
・
年
麗

で
あ
る
か
ら
、
シ
や
罪
工
〃
な
り
フ
鷲
イ
ス
な
b
は
，
費
際

足
利
を
観
察
し
て
學
綾
の
こ
と
を
認
し
陀
の
で
は
な
い
。

從
っ
て
非
常
な
買
被
ぶ
り
を
し
て
み
る
。
慶
長
年
代
ジ
エ

ス
サ
ト
や
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
雲
切
各
禦
、
關
束
に
窟

敷
を
試
み
陀
縛
憂
は
、
足
利
學
綾
は
既
に
學
校
と
し
て
の

浴
力
を
失
っ
て
ゐ
豊
頃
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
布
敏
界
の

事
情
も
、
天
正
以
驚
と
は
大
分
蓬
っ
て
聞
覚
の
で
あ
る
か

ら
、
復
π
足
利
黒
黒
を
鷺
書
す
る
俘
天
連
も
な
い
や
う
に

な
つ
陀
◎
よ
し
や
古
人
の
讃
辮
に
誇
張
が
あ
っ
陀
に
し
ろ
、

天
文
天
正
年
冊
、
九
華
蒔
代
の
足
利
墨
・
校
の
盛
名
は
、
宣

敷
師
を
荊
戟
し
奮
黙
せ
し
め
る
動
因
と
な
つ
だ
こ
と
は
雫

は
れ
澱
と
思
ふ
。
然
ら
ば
、
關
康
文
蓮
の
反
響
も
亦
意
想

外
に
大
な
る
も
の
で
あ
っ
だ
と
謂
は
ね
ば
な
ら
漁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
盛
八
年
八
月
十
縫
）

欝
閥
號

一一

O
　
　
（
五
五
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